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テム 4の組織であった。研究を目的とする組織は当然， knowlege・based，or information-
based orgartizationであって，本来的に権限中心的思考の通用しない，丑atな構造をも
っ筈であるが，世上，厳しい研究室もあるやに聞いている。田杉研究室は昔からまった
く自由であって，そうだからこそ先生の細かい指示を必要としない自主的，自律的な人
たちが集まっていた。暖かくて大きい指導をしていただければ，それでよかったのであ
る。
田杉研究室には，経済学者も参加されていたことがあるが，経営学に限っても，生産，
財務，マーケティング，人事，組織，管理など，ほぼすべての領域の研究者が集まって
いた。亡くなる年の春の研究会が最後となったが，晩年の先生を囲む研究会では，先生
はただにこやかに座っておられるだけのことが多くなった。
研究室が抑圧・支配抜きだったのは，ひょっとして，先生の「課外活動」のせいかも
しれない。先生は多忙であった。関西生産性本部の副会長， ライオンズ・グラブの会長
やガバナー，大学村村長，そして多くの外国出張，講演活動など。そしてまた，趣味が
広かった。ゴルフ，スキー，山歩き，写真，スケッチ，音楽鑑賞，それに料理まで。先
生は，人生を楽しむ達人であった。ただ、し，弟子たちのほうは，ほとんどが無趣味で，
この種活動に禁欲的であるのは興味深い。
お名前は，木曽生(きそう〉まれの競〈きそう〉である。信州の自然がお好きであっ
た。昭和40年には，長野県上水内郡信濃町の，野尻湖に近い野尻高原大学村に山荘を構
えられ，暇さえあれば野尻の四季を楽しまれていた。趣味のためにも最適の場所であっ
た。わらびのたたき， もろこしの天ぷら，朴葉みそなどを供されることも多かった。
引っ込み思案の筆者などは，先生のお供をするのでなければ，建設中の佐久間ダムも
黒四ダムも見なかっただろうし，美ケ原や横手山に登ることもなかっただろう。二，三
人で燕岳に登山した後に，先生のゼミ旅行の集合地に行ったこともあった。 34，5歳ころ
第3号第145巻(426) 134 
〈掲載I1国〉介紹者筆執こちらの進歩は急上昇，いつか
は交差する，と楽しみにしていたが，当方はすぐにパテてしまって，先生との差はつい
に縮まらなかった。先生の山荘のお向いのわが庭の朴の木の葉が，当初はお得意料理の
にスキーを始めたとき，先生の体力は下降線をたどり，
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〈昭和63年〉を出版され，親
材料になっていた。
以下に参考までに，先生をめぐる資料(の一部分であろうが〉を示しておこう。
先生は生前， r自分史」ともいうべき随想録『岐蘇路』
しい人たちに配られた。ライオンズ・クラブでの奉仕活動，圏内・外の旅行記，野尻の
生活，趣味その他が，軽妙な筆致で綴られており，写真やスケッチも添えられている。
これが，葬儀の折に供養の品のーっとして配布されていた。それ以前には，古希祝賀に
応えて『素描集J (昭和53年〉が制作されている。 京都大学教授
会費は下記あて御納入下さるようお願いいたします。
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1.会費納入先
本学会の関係では， u".経済論叢』第108巻第5号(昭和46年11月〉がご退官記念の「田
競教授記念号」として刊行されている。さらに，名誉教授との対談集の『思いで草』
第二集(経済学部，平成2年〉には，昭和60年1月にご自宅で行われた先生とのインタ
ビュー記事が収録されている。
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京都大学経済学部内
大学経済学会
振替口座京都9-17219番
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1.会費年額 7，500円〈前納〉
1.会員各位の本籍，現住所，氏名，出身高校名，卒業年次，就職先を
を 学会まで御通知下さい。
:※ 会員外の雑誌購入は有斐閣へお申込み下さい。
(昭和54年，中央経済社〉
実学長の代行をつとめられ，中谷学長逝
そのほか，先生の古希記念論文集『経営学の課題と動向』
には，先生のご友人と門下生17名が執筆して祝意を表している。本書は，同タイトノレの
まま，降旗・飯野・浅沼・赤岡編著として市販された。
京都学園大学では，昭和55年12月から中谷
去ののちに昭和56年10月から，第3代学長の重責を担われることになった。昭和62年3
月，その職を辞されたが，京都学園大学学会は『京都学園大学論集』第16巻，第3号(昭
和62年12月〉を「田杉競学長退任記念号」として刊行し，その功績をたたえている。 編集兼
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;成2年2月25日印刷
戎2年3月1日発行 経済学会京都大学
最後の勤務校であった七尾短期大学は，その『七尾論叢』第2号 (1989年12月〉を「故
競教授追悼特輯」にあてられた。同大学学長 内外印刷株式会社
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101 東京都千代田区神田神保町2-17
振替口座東京 6-370番
本郷支広 113文京区東京大学正門前
京都支腐 606左京区田中門前町44
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植村元覚氏の追悼の辞を引用しつ田杉
っ，結びとさせていただく。 r先生は，人格清廉， -資性温厚にして，
かたでした。豊かな教養と暖かい温情をもって学生を教育し，またわれわれを指導して
下さいました。偉大な先生のお導きをうけた七尾短期大学は幸福でありました。」
先生，いろいろお世話様になりました。ご冥福を心からお祈り申しあげます。
もの静かな言動の
